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小
田
急
線
地
下
化
後
に
は
３
万
９
０
０
０
㎡
に
及
ぶ
広
大
な
跡
地
が
発
生
し
ま
す
。

し
か
し
世
田
谷
区
は
、
こ
の
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
、
極
め
て
限
定
さ
れ
た
、
形
ば
か
り
の

「
意
見
募
集
」
で
お
茶
を
濁
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

世

田

谷

区

は

旧

建

設

省

の

都

市

局

担

当

の

大

臣

官

房

技

術

審

議

官

で

あ

っ

た

矢

島

隆

氏
（

計

量

計

画

研

究

所

常

務

理

事
）
や
同
省
出
身
の
岸
井

隆

幸

氏
（

日

本

大

学

教

授
）
、

小
田
急
電
鉄
と
の

関

わ

り

の

深

い

三

菱

総

合
研
究
所
（
１
９
８
０
年

代
に
牧
野
昇
所
長
が
「
小

田

急

学

会

」

会

長

に

就

任

）

出

身

の

大

野

二

朗

氏
（
跡
見
学
園
女
子
大
教

授
）
、

東
京
農
大
教
授
の

金
子
忠
一
氏
、
二
子
玉
川

再

開

発

を

主

導

し

て

い

る
民
間
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の

ア
ー
ル
・
ア
イ
・
エ
イ
代

表
取
締
役
専
務
の
宮
原
義

昭
氏
を
「
学
識
経
験
者
委

員
」

に
迎
え
、
「
小
田
急

線
上
部
利
用
区
民
意
見
検

討
委
員
会
」
を
７
月
８
日

に
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
そ

の
上
で
、
８
月
１
日
か
ら

１
０
月
３
１
日
の
間
、
下

北
沢
地
区
の
小
田
急
線
連

小
田
急
線
跡
地
の
利
用
方
針

形
ば
か
り
の

「
意
見
募
集
」
を
許
す
な

１

続
立
体
交
差
事
業
（
代
々

木

上

原

駅
・

梅

ヶ

丘

駅

間
）

に
関
し
、
「
鉄
道
跡

地
を
利
用
し
た
公
共
施
設

計
画
の
ア
イ
デ
ア
募
集
」

な
る
文
書
を
配
布
し
、
区

民
在
住
在
勤
者
等
か
ら
、

鉄
道
の
上
部
利
用
に
つ
い

て
極
め
て
範
囲
を
限
定
し

た
意
見
募
集
を
行
っ
て
い

ま
す
。
区
は
今
回
発
足
さ

せ
た
「
区
民
意
見
検
討
委

員
会
」
で
、
区
民
意
見
の

整
理
検
討
を
行
い
、
平
成

２
１
年
度
末
ま
で
に
区
の

上
部
利
用
案
を
ま
と
め
る

と
し
て
い
ま
す
。

　

都

市

局

担

当

の

大

臣

官

房

技

術

審

議

官

と

い

え
ば
、
連
続
立
体
交
差
事

業
に
つ
い
て
の
国
の
直
接

の
責
任
者
で
す
。
道
路
特

定
財
源
の
見
直
し
や
土
建

利
権
か
ら
の
離
脱
が
大
き

な
政
治
テ
ー
マ
に
な
っ
て

い
る
今
日
に
お
い
て
、
建

設
官
僚
の
持
参
金
付
き
天

下

り

先

と

し

て

知

ら

れ

る
財
団
法
人
「
計
量
計
画

研
究
所
」
の
常
務
理
事
と

な
っ
た
矢
島
隆
元
大
臣
官

房
審
議
官
を
委
員
に
据
え

て
、
「
区
民
意
見
検
討
委

員
会
」
を
つ
く
る
と
い
う

世
田
谷
区
の
民
主
主
義
の

セ
ン
ス
を
疑
い
ま
す
。

　

募
集
要
領
を
読
む
と
、

区
民
か
ら
聞
く
と
し
て
い

る
意
見
は
行
政
が
既
に
決

め
て
し
ま
っ
た
駅
施
設
や

駅
前
広
場
、
道
路
な
ど
を

除
い
た
極
め
て
限
ら
れ
た

部
分
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
区

民
を
愚
弄
す
る
の
も
甚
だ

し
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
断
固
抗
議
す

る
も
の
で
す
。

　

と
も
あ
れ
、
今
回
の
「
区

民
意
見
検
討
委
員
会
」
を

旧
建
設
省
官
僚
を
も
起
用

し
た
大
が
か
り
な
も
の
と

し
た
の
は
、
裁
判
で
も
争

わ
れ
て
い
る
下
北
沢
の
再

開
発
問
題
が
、
莫
大
な
予

算
を
伴
う
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
小
田
急
線
連

続
立
体
交
差
事
業
の
一
環

で
あ
り
、
今
後
の
道
路
特

定
財
源
の
あ
り
方
に
も
か

ら
む
重
要
問
題
で
あ
る
と

い
う
官
側
の
危
機
感
の
表

れ
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

と

こ

ろ

で
、

小

田

急

線

が

地

下

化

さ

れ

る

と

下

北

沢

地

域

に

は

３
万
９
０
０
０
㎡
も
の
空

き
地
が
出
現
し
ま
す
。

　

行

政

や

小

田

急

が

１
９
８
０
年
代
前
半
に
示

し
て
い
た
下
北
沢
地
区
の

か

つ

て

の

高

架

計

画

で

は
、
小
田
急
線
は
井
の
頭

線
の
上
を
通
す
た
め
、
地

上

３

２

メ

ー

ト

ル

と

な

り
、
高
架
橋
の
構
造
物
は

そ
の
ま
ま
駅
ビ
ル
と
な
る

計
画
で
し
た
。
高
架
計
画

の
場
合
は
、
ダ
イ
レ
ク
ト

に
町
の
高
度
利
用
を
促
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
高
架
反
対
・

地

下

化

推

進

の

市

民

運

動
も
あ
っ
て
、
１
９
８
９

年

３

月

に

ま

と

め

ら

れ

た
「
小
田
急
線
連
立
事
業

調
査
報
告
書
」
で
は
す
で

に
、
下
北
沢
に
つ
い
て
は

多額の税金を使って行われる小田急線地下化工事。

地下化後は３万９０００㎡の広大な跡地が発生するが

行政は区民の意見をほとんど聞こうとはしていない。
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行
政
側
は
地
下
化
へ
の
転

換
を
決
め
て
い
ま
し
た
。

　

鉄
道
が
高
架
か
地
下
か

は

都

市

計

画

や

ま

ち

づ

く

り

に

大

き

な

差

違

を

も
た
ら
す
こ
と
は
言
う
ま

で
も
有
り
ま
せ
ん
。
と
こ

ろ
が
、
そ
の
地
下
化
に
転

換
し
た
と
い
う
基
本
的
な

情
報
を
、
高
層
高
度
利
用

の
再
開
発
を
正
当
化
す
る

目
的
も
あ
っ
て
、
行
政
は

１
９
８
９
年
３
月
の
時
点

か
ら
１
２
年
も
の
間
、
市

民
に
隠
し
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
０
１
年
４
月
の
都

市
計
画
素
案
説
明
会
の
直

前
ま
で
世
田
谷
区
は
「
公

式
」
に
は
小
田
急
線
の
構

造
形
式
を
知
ら
な
い
と
言

い
続
け
、
高
架
方
針
を
生

か
し
た
ま
ま
で
東
北
沢
・

下
北
沢
・
世
田
谷
代
田
３

駅
の
「
駅
周
辺
ま
ち
づ
く

り
」
の
検
討
が
続
け
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
素
案
説
明
会
で

は
、
鉄
道
の
地
下
化
案
と

と
も
に
、
区
画
街
路
１
０

号
線
の
区
都
市
計
画
素
案

と
東
京
都
の
補
助
５
４
号

線

の

都

市

計

画

変

更

素

案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

区
画
街
路
１
０
号
線
は
、

か
っ
て
の
高
架
を
前
提
と

し
、
駅
前
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

買
収
を
行
う
、
５
４
０
０

㎡
の
下
北
沢
駅
前
広
場
案

の
ま
ま
で
し
た
。

　

小
田
急
線
が
地
下
化
で

あ
る
な
ら
ば
、
広
大
な
鉄

道
跡
地
が
出
現
す
る
わ
け

で
、
跡
地
を
利
用
す
る
だ

け
で
も
駅
前
広
場
の
広
さ

は

十

分

確

保

す

る

こ

と

が
で
き
ま
す
。
下
北
沢
駅

前
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
立
ち
退

く
必
要
も
な
く
な
り
、
存

続
は
可
能
で
あ
っ
た
は
ず

で
す
。
し
か
し
鉄
道
地
下

化
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し

た
都
市
計
画
や
街
づ
く
り

が
検
討
さ
れ
る
こ
と
も
な

く
、
そ
の
ま
ま
進
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。

　

下
北
沢
駅
周
辺
の
都
市

計
画
に
つ
い
て
は
、
旧
世

田
谷
区
都
市
整
備
公
社
が

事
務
局
と
な
り
１
９
８
４

年
に
組
織
さ
れ
た
「
下
北

沢
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

が
一
般
住
民
の
傍
聴
も
認

め

な

い

体

制

で

運

営

さ

れ
、
こ
こ
で
の
と
り
ま
と

め
が
地
元
の
方
針
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
同
懇
談
会

に
も
２
０
０
１
年
４
月
の

素
案
説
明
会
直
前
ま
で
、

小
田
急
線
の
地
下
化
へ
の

転
換
方
針
は
公
式
に
は
知

ら
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

２

せ
ん
で
し
た
。
地
元
の
商

店
街
も
町
会
も
こ
の
よ
う

な
世
田
谷
区
の
背
信
行
為

を
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん

し
、
今
こ
そ
街
づ
く
り
の

根
本
的
な
見
直
し
を
主
張

す
る
べ
き
で
す
。

　

３
万
９
０
０
０
㎡
に
及

ぶ
広
大
な
鉄
道
跡
地
の
利

用
方
法
は
、
駅
周
辺
の
街

づ
く
り
及
び
生
活
環
境
に

多
大
な
影
響
を
与
え
る
も

の
で
あ
り
、
総
合
的
な
検

討
が
不
可
欠
で
す
。

　

国
の
定
め
た
「
調
査
要

綱
」
に
基
づ
い
て
行
わ
れ

る
「

連

続

立

体

事

業

調

査
」
は
、
単
に
鉄
道
の
設

計
を
行
う
の
で
は
な
く
、

総
合
的
検
討
を
踏
ま
え
て

関
連
事
業
計
画
を
行
い
、

特
に
駅
周
辺
の
中
心
市
街

地
整
備
、
駅
前
広
場
整
備

等
の
検
討
が
重
要
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
調

査
要
綱
」
の
「
将
来
目
標

の
設
定
」
に
は
次
の
よ
う

に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
将
来
目
標
は
、

行
政

当
局
、
関
係
機
関
、
住
民

等
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
夢
や
ビ
ジ
ョ
ン
、
主
張

と
い
っ
た
も
の
を
も
り
こ

ん
だ
も
の
と
し
、
地
域
の

自
然
、
風
土
、
文
化
、
個

性
、
歴
史
、
か
お
り
と
い
っ

た
も
の
を
継
続
発
展
さ
せ

る
と
と
も
に
、
個
性
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
よ

う
に
留
意
す
る
。
」
（「
連
続

立
体
事
業
調
査
要
領
」
「
連
続
立
体

交
差
事
業
の
手
引
き
」
１
９
９
２

年
１
１
月
版
１
６
１
頁
）

　

上
部
利
用
の
決
め
方
一

つ
を
と
っ
て
も
、
現
在
行

わ
れ
て
い
る
下
北
沢
の
連

続
立
体
交
差
事
業
と
関
連

す
る
都
市
計
画
は
、
国
自

身
が
定
め
た
同
調
査
要
綱

の
規
定
に
違
反
し
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
既
に
時
代
は
環

境
に
優
し
い
、
車
の
み
に

頼
ら
な
い
、
緑
豊
か
な
人

間
に
優
し
い
ま
ち
を
求
め

て
い
ま
す
。
首
相
の
道
路

特
定
財
源
の
見
直
し
公
約

や
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
の

二
酸
化
炭
素
削
減
目
標
の

設
定
は
、
そ
の
転
換
を
日

本
政
府
自
ら
に
課
し
て
も

い
ま
す
。

　

裁

判

の

進

展

と

と

も

に
、
連
続
立
体
交
差
事
業

と
下
北
沢
の
都
市
計
画
の

問

題

点

が

い

よ

い

よ

浮

か
び
上
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。
旧
建
設
省
審
議
官
を

委
員
に
冠
し
た
「
区
民
意

見
検
討
委
員
会
」
の
挙
動

は
そ
の
矛
盾
を
あ
ら
わ
に

し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

●広大な鉄道跡地が
発生するが、すでに
その殆どの部分の使
い方は行政側によっ
て決定されており、
区民意見を受け付け
る範囲は極めて限定
的。
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裁
判
レ
ポ
ー
ト

　

６
月
２
５
日
（
水
）
に
、

下
北
沢
道
路
事
業
認
可
取

消

し

訴

訟

の

第

９

回

口

頭
弁
論
が
、
東
京
地
裁
・

１
０
３
号
大
法
廷
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

議
論
は
、
裁
判
長
が
変

わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今

一

度

原

点

に

立

ち

戻

っ

て
、
連
続
立
体
交
差
事
業

と
道
路
計
画
（
補
助
５
４

号
線
、
区
画
街
路
１
０
号

線

）

の

一

体

性

に

つ

い

て
、
事
業
地
の
観
点
か
ら

主
張
す
る
と
共
に
、
駅
前

広
場
（
区
画
街
路
１
０
号

線
）
の
規
模
と
位
置
に
つ

い
て
、
わ
ざ
わ
ざ
民
有
地

を
収
用
し
て
行
う
本
計
画

に
本
当
に
必
要
性
・
合
理

性
が
あ
る
か
に
つ
い
て
、

石
本
原
告
側
代
理
人
が
準

備
書
面
（
１
２
）
に
基
づ

い

て

陳

述

を

行

い

ま

し

た
。

連
続
立
体
交
差
事
業
の

事
業
地
か
ら
読
み
取
れ

る
明
白
な
事
実

　

補
助
５
４
号
線
の
事
業

地
は
、
小
田
急
線
と
の
交

差
部
分
が
、
連
続
立
体
交

差

事

業

の

事

業

地

と

重

な
っ
て
お
り
、
そ
の
重
な

り
合
う
部
分
（
俗
に
「
座

布
団
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
）
に
つ
い
て
は
、
連
続

立
体
交
差
事
業
の
事
業
と

し
て
行
わ
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
連
続
立
体
交
差
事
業

で
は
、
道
路
を
新
設
す
る

こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
お

り
、

補
助
５
４
号
線
は
、

連

続

立

体

交

差

事

業

を

実
施
す
る
に
あ
た
り
、
法

的
・
制
度
的
に
不
可
欠
の

要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
す
れ

ば
、
２
つ
の
事
業
が
一
体

の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
す
。
ま
た
、
区
画

街
路
１
０
号
線
は
事
業
地

の
地
図
を
見
れ
ば
明
ら
か

な
よ
う
に
、
連
続
立
体
交

差
事
業
の
事
業
地
上
に
建

設
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

場
所
的
に
重
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
計
画
段
階

に
お
い
て
も
、
両
者
は
密

接
に
関
連
す
る
も
の
と
さ

れ
て
お
り
、
事
業
の
実
態

に
お
い
て
も
、
一
体
の
も

の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。

民
有
地
を
強
制
的
に
収

用
し
て
作
ら
れ
る
駅
前

広
場

　

駅
前
広
場
（
区
画
街
路

１
０
号
線
）
の
事
業
地
に

は
、
駅
前
マ
ー
ケ
ッ
ト
等

純
然
た
る
民
有
地
を
含
ん

駅
前
広
場
を
作
る
た
め
に
、
駅
前
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

　
　
　
　
　
　

事
業
地
と
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
？

で
い
ま
す
。
し
か
し
、
鉄

道
跡
地
に
つ
い
て
は
、
そ

の
利
用
に
つ
い
て
小
田
急

側
に
事
前
に
協
議
に
応
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務

が
あ
り
、
ま
た
、
公
租
公

課
相
当
額
（
税
金
）
を
免

除
す
る
こ
と
に
よ
り
、
無

償
で
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
部
分
も
あ
る
の
で
、

純
然
た
る
民
有
地
と
い
う

よ
り
、
公
有
地
に
近
い
と

い
え
ま
す
。

　

民
有
地
を
強
制
的
に
収

用
す
る
こ
と
は
、
そ
こ
で

生
活
を
営
む
私
人
が
大
き

な
不
利
益
を
被
る
の
で
、

原
則
と
し
て
民
有
地
を
収

用

す

る

こ

と

が

不

可

欠

で
、
公
有
地
の
み
で
は
そ

の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
に
の
み

許
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、

そ
の
判
断
の
際
に
は
十
分

な
必
要
性
・
合
理
性
が
あ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
し

か
し
、
平
成
１
２
年
の
「
下

北
沢
駅
周
辺
街
づ
く
り
調

査
報
告
」
に
よ
れ
ば
、
駅

前
広
場
の
必
要
面
積
は
最

大
で
も
１
８
０
０
㎡
と
算

定
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
実
際
の
計
画
で

は

そ

の

約

３

倍

で

あ

る

５
３
０
０
㎡
も
の
広
さ
を

要
す
る
も
の
と
な
っ
て
お

　

裁
判
が
進
行
し
て
ゆ
く
に
つ
れ
、
下
北
沢
の
再
開
発
計
画
を
め
ぐ
る
様
々
な
違
法
事
由

が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
６
月
２
５
日
に
行
わ
れ
た
第
９
回
口
頭
弁
論
で
は
、

不
当
に
駅
前
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
民
有
地
）
を
駅
前
広
場
の
事
業
用
地
に
含
め
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
周
辺
の
建
築
規
制
を
緩
和
し
、
再
開
発
を
促
進
さ
せ
よ
う
と
い
う
行
政
側
の
狙
い
が

明
る
み
に
な
り
ま
し
た
。

補助54号線

区画街路10号

小田急線地下化

URL: www.shimokita-action.net  /  E-mail: info@shimokita-action.net

連続立体交差事業（小田急線の地下化）と、補助５４号線、区画街路１０号線（駅前ロータリー）
が一体の事業であることは明らかだが、行政側は頑なに否定。その隠された意図とは？
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り
、
果
た
し
て
、
あ
え
て

民

有

地

を

収

用

し

て

ま

で
、
そ
れ
だ
け
の
広
さ
が

必
要
不
可
欠
と
い
え
る
の

で
し
ょ
う
か
。

駅
前
広
場
は
、
鉄
道
跡

地
の
み
を
利
用
し
て
も

作
れ
る
の
で
は

　

区

画

街

路

１

０

号

線

の

事

業

地

と

し

て

利

用

で
き
る
鉄
道
跡
地
は
、
補

助

５

４

号

線

と

の

境

界

か

ら

駅

舎

予

定

地

の

境

界

ま

で

の

部

分

だ

け

で

も
、
３
０
０
０
㎡
も
の
広

さ

が

あ

り

ま

す
。

そ

う

す
る
と
、
元
々
最
大
で
も

１
８
０
０
㎡
の
広
さ
が
必

要

と

さ

れ

て

い

た

駅

前

広
場
は
、
鉄
道
跡
地
だ
け

で
、
十
分
に
整
備
す
る
こ

と

が

可

能

と

い

え

る

の

で
、
わ
ざ
わ
ざ
民
有
地
を

利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

と

い

う

必

要

性

は

な

く
、
鉄
道
跡
地
だ
け
で
も

そ

の

目

的

を

達

成

で

き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

駅

前

マ
ー

ケ
ッ
ト
を

事

業
地
に
含
め
た
狙
い

　

世
田
谷
区
が
、
あ
え
て

民

有

地

を

事

業

地

に

含

め
、
ま
た
交
通
広
場
の
道

路
と
し
て
は
機
能
し
な
い

外
縁
の
区
道
（
ピ
ー
コ
ッ

ク
の
前
の
通
り
）
を
も
事

業
地
と
す
る
の
は
、
こ
れ

に
よ
り
駅
前
広
場
に
隣
接

す
る
敷
地
の
建
築
規
制
を

緩
和
し
、
再
開
発
を
促
進

す

る

こ

と

に

あ

る

も

の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う

だ
と
す
れ
ば
、
区
画
街
路

１
０
号
線
の
計
画
は
、
事

業
そ
の
も
の
に
と
っ
て
は

必
要
の
な
い
事
項
に
つ
き

考
慮
し
て
い
る
（
他
事
考

慮
）
と
い
う
違
法
事
由
が

あ
る
こ
と
は
明
白
と
い
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

国
側
の
代
理
人
は
、

裁

判
に
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
？

　

国
側
は
一
貫
し
て
、
連

続
立
体
交
差
事
業
と
各
道

路
事
業
と
関
連
性
が
な
い

と
主
張
し
て
き
ま
し
た
。

し

か

し
、

上

記

の

と

お

り
、
両
者
に
関
連
性
が
あ

る
こ
と
は
明
白
で
す
。
そ

こ
で
、
斎
藤
弁
護
士
が
前

述
し
た
連
続
立
体
交
差
事

業
の
事
業
地
と
補
助
５
４

号

線

の

事

業

地

と

が

重

な
っ
て
い
る
部
分
に
つ
い

て
、
二
重
に
認
可
が
さ
れ

て
い
る
こ
と
の
説
明
を
国

側
の
代
理
人
に
求
め
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
国
側
の
代
理

人
は
、
顔
を
伏
せ
る
ば
か

り
で
誰
も
答
え
よ
う
と
し

ま
せ
ん
。
業
を
煮
や
し
て

裁
判
長
に
、
国
側
の
代
理

人
に
答
え
る
よ
う
求
め
た

と
こ
ろ
、
そ
の
点
に
つ
い

て

は

回

答

す

る

必

要

は

な
い
と
述
べ
た
り
、
提
出

し
た
準
備
書
面
の
中
に
記

載
さ
れ
て
い
る
（
実
際
に

は
無
関
係
の
記
載
）
と
述

べ
る
ば
か
り
で
、
真
剣
に

答
え
る
様
子
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
斎
藤
弁
護
士

か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
無

責
任
に
発
言
を
し
た
相
手

に
対
し
、
身
分
と
名
を
明

ら
か
に
せ
よ
と
、
迫
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
に
さ
え
答

え
よ
う
と
は
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
れ
に
は
傍
聴
席

か
ら
も
憤
り
の
声
が
上
が

り
、
裁
判
長
が
傍
聴
席
は

静
粛
に
、
と
何
度
も
述
べ

る
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。

国
側
の
代
理
人
は
訟
務
検

事
と
い
う
検
察
官
（
裁
判

所
か
ら
出
向
し
て
い
る
裁

判
官
）
が
そ
の
任
に
就
い

て
い
ま
す
。
税
金
を
も
ら

う
公
務
員
が
、
市
民
が
起

こ

し

た

行

政

訴

訟

の

場

で
、
こ
の
よ
う
な
態
度
を

取
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
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